
(57)【要約】

【課題】伸びが小さく、引張強度が低い材料からなる薄

肉部分に、溶融金属に垂れや角部のダレを生じることな

く、良好な肉盛溶接を行うことができる薄肉部分の肉盛

溶接方法を提供する。

【解決手段】対象物の薄肉部分３ａに密着し肉盛部分に

溶融金属を溜める凹部を形成する溶融金属よりも耐熱温

度が高い十分大きな熱容量を有する材料で作製した治具

４を対象物に取り付ける治具取付けステップ（Ａ）と、

治具４が取り付けられた状態で対象物及び治具を所定の

温度まで予熱する予熱ステップ（Ｂ）と、対象物の薄肉

部分に肉盛溶接を行い肉盛部分に溶接ビードを形成する

肉盛溶接ステップ（Ｃ）と、溶接ビードの凝固終了後に

治具を取り外す治具取外しステップ（Ｄ）とからなる。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
対 象 物 の 薄 肉 部 分 に 密 着 し 肉 盛 部 分 に 溶 融 金 属 を 溜 め る 凹 部 を 形 成 す る 溶 融 金 属 よ り も 耐
熱 温 度 が 高 い 十 分 大 き な 熱 容 量 を 有 す る 材 料 で 作 製 し た 治 具 を 対 象 物 の 薄 肉 部 分 に 取 り 付
け る 治 具 取 付 け ス テ ッ プ （ Ａ ） と 、
前 記 治 具 が 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 対 象 物 及 び 前 記 治 具 を 所 定 の 温 度 ま で 予 熱 す る 予 熱 ス
テ ッ プ （ Ｂ ） と 、
次 い で 、 対 象 物 の 薄 肉 部 分 に 肉 盛 溶 接 を 行 い 肉 盛 部 分 に 溶 接 ビ ー ド を 形 成 す る 肉 盛 溶 接 ス
テ ッ プ （ Ｃ ） と 、
次 い で 、 溶 接 ビ ー ド の 凝 固 終 了 後 に 前 記 治 具 を 取 り 外 す 治 具 取 外 し ス テ ッ プ （ Ｄ ） と か ら
な る 、 こ と を 特 徴 と す る 薄 肉 部 分 の 肉 盛 溶 接 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 十 分 大 き な 熱 容 量 を 有 す る 材 料 で 作 製 し た 治 具 は 、 セ ラ ミ ッ ク 治 具 で あ る 、 こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 肉 盛 溶 接 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 十 分 大 き な 熱 容 量 を 有 す る 材 料 で 作 製 し た 治 具 は 、 肉 盛 溶 接 後 の 薄 肉 部 分 の 冷 却 速 度
を 低 減 す る の に 十 分 大 き な 熱 容 量 を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 肉 盛 溶 接
方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 十 分 大 き な 熱 容 量 を 有 す る 材 料 で 作 製 し た 治 具 は 、 対 象 物 の 薄 肉 部 分 に 密 着 す る 形 状
を 有 す る 複 数 の 密 着 セ グ メ ン ト と 、 該 複 数 の 密 着 セ グ メ ン ト の 回 り を 囲 み こ れ を 一 体 に 保
持 す る 外 枠 セ グ メ ン ト と か ら な る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 肉 盛 溶 接 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 対 象 物 の 材 料 は Ｔ ｉ Ａ ｌ 合 金 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 肉 盛 溶 接 方
法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 対 象 物 の 薄 肉 部 分 は タ ー ビ ン 翼 先 端 部 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 肉
盛 溶 接 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 薄 肉 部 分 の 肉 盛 溶 接 方 法 に 係 わ り 、 更 に 詳 し く は 、 ガ ス タ ー ビ ン 動 翼 先 端 部 の
補 修 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ４ は 、 タ ー ビ ン 動 翼 の 模 式 的 外 観 図 で あ る 。 タ ー ビ ン 動 翼 は 、 翼 部 １ 、 ダ ブ テ ー ル 部 ２
及 び 先 端 部 ３ か ら な る 。 翼 部 １ は 、 翼 形 断 面 を 有 し 、 燃 焼 ガ ス に よ り 回 転 動 力 を 発 生 す る
部 分 で あ る 。 ダ ブ テ ー ル 部 ２ は 、 翼 部 １ の 末 端 部 に 位 置 し 、 図 示 し な い タ ー ビ ン デ ィ ス ク
に 固 定 さ れ 、 回 転 動 力 を タ ー ビ ン デ ィ ス ク に 伝 達 す る 部 分 で あ る 。 先 端 部 ３ は 、 回 転 方 向
に 延 び る 薄 肉 部 分 ３ ａ を 有 し 、 そ の 先 端 が ケ ー シ ン グ 内 面 に 近 接 し て ガ ス 漏 れ を 低 減 す る
機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
高 温 、 高 圧 の 燃 焼 ガ ス が 衝 突 す る ガ ス タ ー ビ ン 動 翼 は 、 極 め て 過 酷 な 条 件 下 で 使 用 さ れ る
。 そ の た め 、 動 翼 先 端 の 薄 肉 部 分 ３ ａ は 、 運 転 中 に 摩 耗 、 高 温 酸 化 に よ る 減 肉 、 割 れ の 発
生 な ど が 生 じ る こ と が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 肉 盛 溶 接 に よ り 薄 肉 部 の 補 修 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 の か か る 肉 盛 溶 接 手 段 と し て は 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 、 等 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ７ － １ ７ １ ６ ８ ２ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ ０ － １ ８ ０ ４ ４ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
特 許 文 献 １ の 「 表 面 角 部 の 肉 盛 溶 接 方 法 お よ び 肉 盛 溶 接 用 治 具 」 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、
肉 盛 溶 接 に 先 立 っ て 、 被 溶 接 材 ５ ３ の 角 面 側 ５ ３ ａ に 、 冷 却 用 肉 盛 溶 接 用 治 具 ５ １ を 当 接
さ せ 、 そ の 後 、 角 面 側 ５ ３ ｂ に 肉 盛 溶 接 を 行 い 、 溶 接 ビ ー ド ５ ４ の 凝 固 終 了 後 に 肉 盛 溶 接
用 治 具 ５ １ を 被 溶 接 材 ５ ３ か ら 離 す こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
特 許 文 献 ２ の 「 ガ ス タ ー ビ ン 翼 の 補 修 方 法 」 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ガ ス タ ー ビ ン 動 翼 の
先 端 部 を 肉 盛 溶 接 に よ っ て 補 修 す る 施 工 に お い て 、 施 工 時 に 動 翼 内 部 の 通 気 孔 に ガ ス あ る
い は 流 体 を 流 し な が ら 溶 接 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 な お 、 こ の 図 に お い て 、 ６
１ は ガ ス タ ー ビ ン 動 翼 、 ６ ３ は 肉 盛 溶 接 部 、 ６ ４ は 溶 接 ト ー チ の ノ ズ ル 、 ６ ５ は 溶 接 電 極
、 ６ ６ は ア ー ク 、 ６ ８ は ガ ス 又 は 流 体 の 注 入 口 、 ６ ９ は ガ ス 又 は 流 体 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
ガ ス タ ー ビ ン 動 翼 に は 、 従 来 主 と し て Ｎ ｉ 基 合 金 が 用 い ら れ て い た 。 か か る Ｎ ｉ 基 合 金 は
、 引 張 強 度 が 高 く 、 延 び が 大 き い た め 、 上 述 し た 肉 盛 溶 接 に よ っ て も 欠 陥 が 生 じ に く い 利
点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
一 方 、 近 年 、 ガ ス タ ー ビ ン の 性 能 向 上 の た め 、 Ｎ ｉ 基 合 金 よ り も 比 重 が 小 さ い 金 属 （ 例 え
ば Ｔ ｉ Ａ ｌ 合 金 ） を ガ ス タ ー ビ ン 動 翼 に 用 い る こ と が 検 討 さ れ て い る 。 Ｔ ｉ Ａ ｌ 合 金 は 、
比 重 が Ｎ ｉ 基 合 金 の 約 半 分 で あ り 、 比 強 度 が 高 い た め 、 ガ ス タ ー ビ ン 動 翼 に 適 用 す る と ガ
ス タ ー ビ ン 動 翼 が 取 り 付 け ら れ る タ ー ビ ン デ ィ ス ク に 作 用 す る 遠 心 力 を 大 幅 に 低 減 で き 、
ガ ス タ ー ビ ン を よ り 高 速 化 で き る 等 の 利 点 が あ る 。
表 １ に Ｎ ｉ 基 合 金 と Ｔ ｉ Ａ ｌ 合 金 の 特 性 比 較 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ １ 】
し か し 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ 合 金 製 の ガ ス タ ー ビ ン 動 翼 に お い て 、 従 来 と 同 様 に 肉 盛 溶 接 を 薄 肉 部 分
に 行 う と 、 図 ７ （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 薄 肉 部 分 ３ ａ の 角 部 か ら 溶 融 金 属 が 垂 れ た り
、 角 部 が ダ レ た り す る 問 題 点 が あ っ た 。
ま た こ れ を 解 決 す る た め に 、 特 許 文 献 １ の よ う に 、 冷 却 し た 治 具 を 角 面 側 に 設 置 す る と 、
Ｔ ｉ Ａ ｌ 合 金 の 伸 び が 小 さ く 、 引 張 強 度 が 低 い た め 、 熱 応 力 に よ り 肉 盛 金 属 ５ に 溶 接 割 れ
が 発 生 し て し ま う 問 題 点 が あ っ た 。
な お 、 こ の 図 に お い て 、 ａ は ダ レ 部 分 、 ｂ は 溶 接 割 れ 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 、 か か る 問 題 点 を 解 決 す る た め に 創 案 さ れ た も の で あ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 目
的 は 、 伸 び が 小 さ く 、 引 張 強 度 が 低 い 材 料 か ら な る 薄 肉 部 分 に 、 溶 融 金 属 に 垂 れ や 角 部 の
ダ レ を 生 じ る こ と な く 、 良 好 な 肉 盛 溶 接 を 行 う こ と が で き る 薄 肉 部 分 の 肉 盛 溶 接 方 法 を 提
供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に よ れ ば 、 対 象 物 の 薄 肉 部 分 に 密 着 し 肉 盛 部 分 に 溶 融 金 属 を 溜 め る 凹 部 を 形 成 す る
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溶 融 金 属 よ り も 耐 熱 温 度 が 高 い 十 分 大 き な 熱 容 量 を 有 す る 材 料 で 作 製 し た 治 具 を 対 象 物 の
薄 肉 部 分 に 取 り 付 け る 治 具 取 付 け ス テ ッ プ （ Ａ ） と 、
前 記 治 具 が 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 対 象 物 及 び 前 記 治 具 を 所 定 の 温 度 ま で 予 熱 す る 予 熱 ス
テ ッ プ （ Ｂ ） と 、
次 い で 、 対 象 物 の 薄 肉 部 分 に 肉 盛 溶 接 を 行 い 肉 盛 部 分 に 溶 接 ビ ー ド を 形 成 す る 肉 盛 溶 接 ス
テ ッ プ （ Ｃ ） と 、
次 い で 、 溶 接 ビ ー ド の 凝 固 終 了 後 に 前 記 治 具 を 取 り 外 す 治 具 取 外 し ス テ ッ プ （ Ｄ ） と か ら
な る 、 こ と を 特 徴 と す る 薄 肉 部 分 の 肉 盛 溶 接 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 十 分 大 き な 熱 容 量 を 有 す る 材 料 で 作 製 し た 治 具
は 、 セ ラ ミ ッ ク 治 具 で あ る 。
ま た 、 前 記 十 分 大 き な 熱 容 量 を 有 す る 材 料 で 作 製 し た 治 具 は 、 肉 盛 溶 接 後 の 薄 肉 部 分 の 冷
却 速 度 を 低 減 す る の に 十 分 大 き な 熱 容 量 を 有 す る 。
ま た 、 前 記 十 分 大 き な 熱 容 量 を 有 す る 材 料 で 作 製 し た 治 具 は 、 対 象 物 の 薄 肉 部 分 に 密 着 す
る 形 状 を 有 す る 複 数 の 密 着 セ グ メ ン ト と 、 該 複 数 の 密 着 セ グ メ ン ト の 回 り を 囲 み こ れ を 一
体 に 保 持 す る 外 枠 セ グ メ ン ト と か ら な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 対 象 物 の 材 料 は Ｔ ｉ Ａ ｌ 合 金 で あ る 、 こ と が 好 ま し い 。
ま た 、 前 記 対 象 物 の 薄 肉 部 分 は タ ー ビ ン 翼 先 端 部 で あ る 、 こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 記 本 発 明 の 方 法 に よ れ ば 、 十 分 大 き な 熱 容 量 を 有 す る 材 料 で 作 製 し た 治 具 の 耐 熱 温 度 が
溶 融 金 属 よ り も 高 く 、 か つ 対 象 物 の 薄 肉 部 分 に 密 着 し 肉 盛 部 分 に 溶 融 金 属 を 溜 め る 凹 部 を
形 成 す る の で 、 こ の 凹 部 が 溶 融 金 属 の 鋳 型 の 役 割 を す る こ と で 、 溶 融 金 属 の 垂 れ 、 角 部 の
ダ レ を 抑 え 、 求 め る 形 状 を 得 る こ と が で き る 。
ま た 、 こ の 治 具 は 十 分 大 き な 熱 容 量 を 有 し 、 か つ 対 象 物 の 薄 肉 部 分 に 密 着 す る の で 、 保 温
効 果 が 高 い 。
ま た 、 こ の 治 具 が 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 対 象 物 及 び こ の 治 具 を 所 定 の 温 度 ま で 予 熱 し 、
か つ 溶 接 ビ ー ド の 凝 固 終 了 後 に 治 具 を 取 り 外 す の で 、 肉 盛 溶 接 後 の 薄 肉 部 分 の 冷 却 速 度 を
低 減 し て 、 発 生 す る 熱 応 力 を 低 減 し 溶 接 割 れ を 起 こ し や す い 材 料 で あ っ て も 良 好 に 肉 盛 溶
接 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 各 図 に お い て
共 通 す る 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 重 複 し た 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ は 、 本 発 明 に 適 用 す る セ ラ ミ ッ ク 治 具 の 構 造 図 で あ る 。 こ の 図 に 示 す よ う に 、 セ ラ ミ
ッ ク 治 具 ４ は 、 複 数 （ こ の 例 で ５ つ ） の 密 着 セ グ メ ン ト ４ ａ ～ ４ ｅ と 外 枠 セ グ メ ン ト ４ ｆ
か ら な る 。
各 密 着 セ グ メ ン ト ４ ａ ～ ４ ｅ は 、 対 象 物 （ こ の 例 で は 、 タ ー ビ ン 翼 先 端 部 ） の 薄 肉 部 分 ３
ａ （ 斜 線 部 ） に 密 着 す る 形 状 を 有 す る 。 ま た 、 外 枠 セ グ メ ン ト ４ ｆ の 内 面 は 、 複 数 の 密 着
セ グ メ ン ト ４ ａ ～ ４ ｅ の 回 り を 囲 み 、 こ れ を 一 体 に 保 持 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の セ ラ ミ ッ ク 治 具 ４ は 、 溶 融 金 属 よ り も 耐 熱 温 度 が 高 い セ ラ ミ ッ ク ス か ら な る 。 ま た 、
各 密 着 セ グ メ ン ト ４ ａ ～ ４ ｅ は 、 薄 肉 部 分 よ り も 厚 い 板 状 で あ り 、 肉 盛 部 分 に 溶 融 金 属 を
溜 め る 凹 部 を 形 成 す る よ う に な っ て い る 。 さ ら に こ の セ ラ ミ ッ ク 治 具 ４ は 、 肉 盛 溶 接 後 の
薄 肉 部 分 の 冷 却 速 度 を 低 減 す る よ う に 、 全 体 が 十 分 大 き な 熱 容 量 を 有 す る よ う に 設 定 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ は 、 本 発 明 の 方 法 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
本 発 明 の 肉 盛 溶 接 方 法 は 、 治 具 取 付 け ス テ ッ プ （ Ａ ） 、 予 熱 ス テ ッ プ （ Ｂ ） 、 肉 盛 溶 接 ス
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テ ッ プ （ Ｃ ） 及 び 治 具 取 外 し ス テ ッ プ （ Ｄ ） か ら な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
治 具 取 付 け ス テ ッ プ （ Ａ ） に お い て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 セ ラ ミ ッ ク 治 具 ４ を 対 象 物 の 薄
肉 部 分 ３ ａ に 密 着 さ せ 、 肉 盛 溶 接 を 行 う 肉 盛 部 分 に 溶 融 金 属 を 溜 め る 凹 部 が 形 成 さ れ る よ
う に 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
予 熱 ス テ ッ プ （ Ｂ ） で は 、 セ ラ ミ ッ ク 治 具 ４ が 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 対 象 物 及 び セ ラ ミ
ッ ク 治 具 を 所 定 の 温 度 ま で 予 熱 す る 。 こ の 所 定 の 温 度 は 対 象 物 の 材 料 に 適 し た 予 熱 温 度 で
あ り 、 例 え ば 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ 合 金 の 場 合 に は 、 ８ ０ ０ ℃ 以 上 、 １ ０ ０ ０ ℃ 以 下 で あ る の が よ い
。 こ の 予 熱 は 、 加 熱 炉 等 を 用 い て 全 体 を 均 一 に 加 熱 す る の が よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 い で 、 肉 盛 溶 接 ス テ ッ プ （ Ｃ ） に お い て 、 対 象 物 の 薄 肉 部 分 に 肉 盛 溶 接 を 行 い 、 肉 盛 部
分 に 溶 接 ビ ー ド を 形 成 す る 。 肉 盛 溶 接 に 使 用 す る 材 料 は 対 象 物 と 同 一 材 料 で あ る の が 好 ま
し い が 、 溶 接 が 可 能 で あ れ ば 異 な る 材 料 で あ っ て も よ い 。 肉 盛 溶 接 は 、 好 ま し く は ア ー ク
溶 接 で あ る が 、 そ の 他 の 溶 接 手 段 、 例 え ば Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 い で 、 治 具 取 外 し ス テ ッ プ （ Ｄ ） で は 、 溶 接 ビ ー ド の 凝 固 終 了 後 に 治 具 ４ を 対 象 物 か ら
取 り 外 す 。 こ の ス テ ッ プ は 、 図 １ に 示 し た セ ラ ミ ッ ク 治 具 ４ の 場 合 、 ま ず 外 枠 セ グ メ ン ト
４ ｆ を 内 面 に 沿 っ て ず ら し て 外 し 、 次 い で 、 各 密 着 セ グ メ ン ト ４ ａ ～ ４ ｅ を 対 象 物 の 薄 肉
部 分 か ら 分 離 す る こ と に よ り 、 容 易 に 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ３ は 、 本 発 明 に よ る 肉 盛 溶 接 結 果 を 示 す 図 で あ る 。 こ の 図 に お い て 、 （ Ａ ） は 先 端 部 ３
の 端 面 図 、 （ Ｂ ） は 先 端 部 ３ の 斜 視 図 で あ る 。 こ の 例 で は 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ 合 金 製 の タ ー ビ ン 翼
を 対 象 と し 、 そ の 先 端 の 片 方 の 薄 肉 部 分 に 同 一 材 料 を ア ー ク 溶 接 に よ り 肉 盛 溶 接 し た も の
で あ る 。 な お 予 熱 温 度 は ９ ０ ０ ℃ で 実 施 し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ３ と 図 ７ （ 従 来 例 ） と の 比 較 か ら わ か る よ う に 、 本 発 明 に よ る 肉 盛 溶 接 方 法 に よ り 、 溶
融 金 属 に 垂 れ や 角 部 の ダ レ を 生 じ る こ と な く 、 良 好 な 肉 盛 溶 接 を 行 う こ と が で き る こ と が
確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 方 法 に よ れ ば 、 セ ラ ミ ッ ク ス 治 具 ４ の 耐 熱 温 度 が 溶 融 金 属 よ り
も 高 く 、 か つ 対 象 物 の 薄 肉 部 分 ３ ａ に 密 着 し 、 肉 盛 部 分 に 溶 融 金 属 を 溜 め る 凹 部 を 形 成 す
る の で 、 こ の 凹 部 が 溶 融 金 属 の 鋳 型 の 役 割 を す る こ と で 、 溶 融 金 属 の 垂 れ 、 角 部 の ダ レ を
抑 え 、 求 め る 形 状 を 得 る こ と が で き る 。
ま た 、 セ ラ ミ ッ ク 治 具 ４ は 十 分 大 き な 熱 容 量 を 有 し 、 か つ 対 象 物 の 薄 肉 部 分 ３ ａ に 密 着 す
る の で 、 保 温 効 果 が 高 い 。
ま た 、 セ ラ ミ ッ ク 治 具 ４ が 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 対 象 物 及 び セ ラ ミ ッ ク 治 具 を 所 定 の 温
度 ま で 予 熱 し 、 か つ 溶 接 ビ ー ド の 凝 固 終 了 後 に 治 具 を 取 り 外 す の で 、 肉 盛 溶 接 後 の 薄 肉 部
分 ３ ａ の 冷 却 速 度 を 低 減 し て 、 発 生 す る 熱 応 力 を 低 減 し 溶 接 割 れ を 起 こ し や す い 材 料 で あ
っ て も 良 好 に 肉 盛 溶 接 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 本 発 明 は 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 に
変 更 で き る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 薄 肉 部 分 の 肉 盛 溶 接 方 法 は 、 伸 び が 小 さ く 、 引 張 強 度 が 低 い 材
料 か ら な る 薄 肉 部 分 に 、 溶 融 金 属 に 垂 れ や 角 部 の ダ レ を 生 じ る こ と な く 、 良 好 な 肉 盛 溶 接
を 行 う こ と が で き る 、 等 の 優 れ た 効 果 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 適 用 す る セ ラ ミ ッ ク 治 具 の 構 造 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 発 明 の 方 法 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 肉 盛 溶 接 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 タ ー ビ ン 動 翼 の 模 式 的 外 観 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 肉 盛 溶 接 手 段 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 別 の 肉 盛 溶 接 手 段 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 肉 盛 溶 接 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 翼 部 、 ２ 　 ダ ブ テ ー ル 部 、
３ 　 先 端 部 、 ３ ａ 　 薄 肉 部 分 、
４ 　 セ ラ ミ ッ ク 治 具 、
４ ａ ～ ４ ｅ 　 密 着 セ グ メ ン ト 、
４ ｆ 　 外 枠 セ グ メ ン ト 、
５ 　 肉 盛 金 属
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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